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一般質問（要旨）

議
員　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
県
内

外
へ
の
延
伸
は
、
利
便
性
向
上
、
交
流

促
進
、
雇
用
創
出
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

地
域
の
活
性
化
に
向
け
、
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

東
京
へ
の
延
伸
は
、
沿
線
開
発

の
一
層
の
進
展
、
観
光
振
興
や
定
住
促

進
な
ど
幅
広
い
分
野
で
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
、
早
期
実
現
に
向
け
、
関
係

者
の
合
意
形
成
に
向
け
た
環
境
整
備
な

ど
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
県
内
延
伸

の
実
現
に
向
け
、
今
ま
で
の
考
え
方
に

と
ら
わ
れ
ず
に
精
一
杯
挑
戦
し
て
い
く
。

議
員　

伝
統
文
化
の
継
承
と
と
も
に
魅

力
あ
る
文
化
先
進
県
と
な
る
た
め
に
は
、

新
た
な
目
標
を
立
て
文
化
振
興
を
進
め

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
民
が
文
化
活
動
に
親
し
む
環

境
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
力

を
入
れ
る
。
古
民
家
を
活
用
し
、
若
手

芸
術
家
を
誘
致
す
る
な
ど
の
茨
城
芸
術

村
構
想
の
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、
茨

城
国
体
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、
文
化
活
動
や
地
域
の

継
続
的
な
活
性
化
を
図
る
。

議
員　

本
県
産
の
日
本
酒
の
振
興
に

向
け
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
や
販
路
拡

大
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

商
工
労
働
観
光
部
長　

新
た
に
、
高
度

な
醸
造
職
人
を
育
成
し
、
優
秀
な
職
人

の
認
定
制
度
を
創
設
す
る
。
ま
た
、
都

内
で
の
試
飲
商
談
会
や
県
内
で
の
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
専
門
雑
誌
の
活
用
な

ど
に
よ
り
、
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

本
社
機
能
の
誘
致
、

緊
急
時
の
情
報
提

供
体
制
の
強
化
、
力

強
い
農
業
を
支
え

る
農
業
生
産
基
盤

整
備
の
推
進
、
ジ
ビ

エ
の
利
活
用
の
推

進
な
ど
も
質
問
）

議
員　

災
害
情
報
を
は
じ
め
と
し
た
県

政
情
報
が
自
動
的
に
通
知
さ
れ
る
プ
ッ

シ
ュ
型
の
情
報
発
信
で
あ
り
、
受
信
す

る
側
も
必
要
な
情
報
を
選
択
で
き
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
活
用
な
ど
、

若
者
世
代
の
利
用
も
期
待
で
き
る
新
た

な
情
報
発
信
方
法
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

他
県
で
の
ア
プ

リ
導
入
事
例
に
お
け
る
効
果
と
課
題
や

既
存
の
ア
プ
リ
の
利
活
用
な
ど
も
含
め
、

新
た
に
策
定
す
る
Ｐ
Ｒ
戦
略
に
お
い
て

よ
り
幅
広
い
側

面
か
ら
検
討
を

進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
障

が
い
者
の
就
職

支
援
、
地
域
防

災
力
の
強
化
な

ど
も
質
問
）

議
員　

遠
隔
医
療
の
普
及
に
向
け
た
環

境
が
急
速
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、

そ
の
実
現
に
向
け
全
国
の
先
駆
け
と
な

る
よ
う
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
進
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

遠
隔
医
療
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

策
定
中
の
第
七
次
保
健
医
療
計
画
に
盛

り
込
む
べ
く
、
現
在
、
関
係
者
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

今
後
、
遠
隔
医
療
の
活
用
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
活
用
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

県
民
の
多
数
が
東
海
第
二
原
発

再
稼
働
に
否
定
的
で
あ
る
中
、
県
で
は

県
民
生
活
や
健
康
へ
の
影
響
、
広
域
避

難
計
画
の
実
効
性
を
検
証
す
る
プ
ロ
セ

ス
が
な
い
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
教

訓
を
ど
う
捉
え
、
県
民
の
声
を
ど
う
反

映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
民
の
安
全
・
安
心
の
最
優
先

を
教
訓
と
し
、
安
全
対
策
の
検
証
と
原

子
力
防
災
体
制
の
構
築
を
進
め
、
県
民

の
理
解
の
醸
成
を
図
っ
た
上
で
、
県
民

の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
再
稼

働
に
係
る
対
応
を
適
切
に
判
断
す
る
。

議
員　

地
域
の
消
防
・
防
災
力
の
確
保

に
は
、
消
防
団
員
の
確
保
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
優
遇
制
度
の
導
入
促
進
や

女
性
も
含
め
た
団
員
確
保
の
取
り
組

み
は
。

生
活
環
境
部
長　

広
報
紙
や
研
修
で

の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
本
年
度
か
ら
消
防
団

の
活
用
に
つ
い
て
県
教
育
庁
な
ど
に

要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
被
雇
用
者
が

多
数
の
た
め
、
活
動
環
境
の
整
備
に
努

め
る
。
女
性
団
員
の
加
入
促
進
も
含

め
、
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
民

生
委
員
の
確
保
、

芸
術
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り

な
ど
も
質
問
）

議
員　

ど
の
子
も
可
能
性
を
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
知
事
は
教
育
費
の

負
担
軽
減
に
直
ち
に
踏
み
出
す
べ
き
で

あ
る
。
私
立
高
校
の
施
設
費
を
含
め
た

保
護
者
負
担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
の
給
付

要
件
を
拡
大
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

知
事　

私
立
高
校
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

授
業
料
お
よ
び
入
学
金
へ
の
支
援
の
充

実
で
負
担
軽
減
を
図
る
。
奨
学
の
た
め

の
給
付
金
は
、
文
部
科
学
省
の
有
識
者

会
議
で
の
検
討

状
況
を
注
視
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
医
療

的
ケ
ア
児
支
援
、

常
総
市
水
害
被

害
者
支
援
な
ど

も
質
問
）

岡田　拓也 議員
いばらき自民党
高 萩 市 選 出

一括方式

本
県
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
文
化
振
興

教
育
費
の
負
担
軽
減

山中　たい子 議員
日 本 共 産 党
つ く ば 市 選 出

一括方式

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出  

一括方式

本
県
産
の
日
本
酒
の
振
興

中村　　修 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出  

一括方式

自
治
体
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

情
報
発
信

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
延
伸

原
子
力
行
政

遠
隔
医
療
の
推
進

消
防
団
員
の
確
保

両
大
会
の
成
功
や
競
技
力
向
上
な
ど
に
向
け
て
活
発
に
議
論

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

推
進
調
査
特
別
委
員
会

　

平
成
三
十
一
年
に
本
県
で

開
催
予
定
で
あ
る
国
民
体
育

大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
推
進
、
お
よ
び
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
な
ど
に
関
す
る
諸
方
策

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行

う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
国

体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

推
進
調
査
特
別
委
員
会
」（
海

野
透
委
員
長
）
は
、
昨
年
六

月
に
第
一
回
委
員
会
を
開
催

し
て
以
降
、
こ
れ
ま
で
に

十
三
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

活
発
な
議
論
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

第
九
回
委
員
会
（
五
月
開

催
）
で
は
、
茨
城
県
競
技
力

向
上
対
策
本
部
の
ス
ポ
ー
ツ

専
門
員
を
参
考
人
と
し
て
招

き
、
競
技
活
動
を
行
う
上
で

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見

聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
十
回
委
員
会
（
六
月
開

催
）
で
は
、
公
益
社
団
法
人

さ
い
た
ま
観
光
国
際
協
会
か

ら
参
考
人
を

招
き
、
国
体

を
契
機
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム

の
振
興
に
つ

い
て
意
見
聴

取
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
文

化
の
振
興
や
産
業
振
興
、
お

も
て
な
し
活
動
の
展
開
な
ど
、

両
大
会
を
通
じ
た
地
域
振
興

策
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
部

局
か
ら
の
説
明
聴
取
お
よ
び

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
第
十
一
回
（
七

月
開
催
）
お

よ
び
第
十
二

回
（
九
月
開

催
）
の
各
委

員
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の

調
査
・
検
討

結
果
を
踏
ま

え
、
提
言
内
容
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
の
最
終
日
（
十

月
三
十
日
）
に
は
、
委
員
会

で
取
り
ま
と
め
た
「
両
大
会

の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み
」

な
ど
に
つ
い
て
中
間
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
今
後
も
、
両

大
会
の
成
功
に
向
け
た
諸
方

策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
審

査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教育費の負担軽減を

日本酒で乾杯推進会議茨城大会の様子 美術展覧会「茨城県芸術祭」

県立医療大学入学式における
消防団のＰＲ


